
2017年（平成２９年）12月15日（毎月１回１５日発行）

〈今月の紙面〉

第716号（1）
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わ
が
国
の
農
業
、
特
に
畜
産
・
酪
農
は
生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
や
肥
育
用
素
畜

・
乳
用
初
妊
牛
価
格
の
高
騰
等
に
よ
り
、
経
営
の
不
安
定
化
が
増
大
す
る
状
況
に
あ
る
。

加
え
て
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
の
合
意
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定
）
１１
の
大
筋
合
意
で
、
開
拓
地
営
農
も
厳
し
い
経
営
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
難
局
を
打
破
す
る
た
め
、
全
日
本
開
拓
者
連
盟
・
全
開
連
・
全
国
開
拓
振
興
協

会
の
開
拓
中
央
三
団
体
は
１１
月
１４
日
、
東
京
・
一
ツ
橋
の
如
水
会
館
で
、
全
国
開
拓
代

表
者
大
会
と
全
国
開
拓
青
年
・
女
性
研
修
会
を
合
同
開
催
し
た
。
全
国
の
開
拓
者
、
青

年
・
女
性
の
代
表
者
ら
１
１
０
名
が
結
集
し
、
国
に
農
業
生
産
基
盤
の
維
持
を
求
め
る

議
案
な
ど
を
審
議
・
決
議
し
た
ほ
か
、
講
演
会
を
実
施
し
た
。

大
会
は
、
全
日
本
開
拓
者

連
盟
青
年
部
長
塩
島
春
樹
さ

ん
の
宣
言
で
開
会
し
た
。
塩

島
部
長
は
、
「
戦
後
開
拓
営

農
事
業
は
、
７０
年
余
り
に
わ

た
り
、
国
内
食
料
供
給
の
一

翼
を
担
っ
て
き
た
。
今
直
面

し
て
い
る
農
業
危
機
を
何
と

し
て
も
乗
り
越
え
、
開
拓
地

営
農
を
一
層
発
展
さ
せ
、
次

世
代
を
担
う
若
者
が
農
業
に

夢
と
誇
り
を
持
て
る
よ
う
、

一
致
団
結
し
て
闘
お
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

続
い
て
、
大
会
運
営
委
員

長
の
平
嶋
勝
博
全
日
本
開
拓

者
連
盟
委
員
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
大
会
開
催
の
経
緯
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
国
内
農

畜
産
業
の
経
営
基
盤
が
、
貿

易
交
渉
に
加
え
、
生
産
資
材

の
高
止
ま
り
と
消
費
回
復
の

鈍
化
も
重
な
り
、
危
機
的
状

況
に
あ
る
と
危
惧
を
示
し
た

上
で
、「
こ
の
大
会
を
通
じ
、

開
拓
者
が
一
致
団
結
し
て
、

一
層
強
固
に
な
り
、
開
拓
営

農
が
さ
ら
に
発
展
す
る
足
が

か
り
に
な
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
表
明
し
た
。

来
賓
挨
拶
は
、
自
民
党
衆

議
院
議
員
で
農
業
基
本
政
策

検
討
委
員
会
委
員
長
代
理
の

坂
本
哲
志
氏
、
生
活
ク
ラ
ブ

事
業
連
合
生
活
協
同
組
合
連

合
会
の
加
藤
好
一
会
長
、（
一

社
）
中
央
酪
農
会
議
の
迫
田

潔
専
務
が
行
っ
た
。

三
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
、
畜
産
・
酪
農
情
勢

に
つ
い
て
述
べ
る
と
と
も

に
、
開
拓
営
農
の
発
展
に
期

待
を
寄
せ
た
。

次
に
、
小
原
澤
悦
雄
連
盟

事
務
局
長
か
ら
各
政
党
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た

後
、
議
長
に
菊
地
文
夫
栃
木

県
開
拓
農
協
代
表
理
事
組
合

長
を
選
任
し
て
、
議
案
審
議

に
入
っ
た
。

提
出
議
案
は
、
第
１
号
議

案
「
開
拓
地
営
農
を
維
持
・

発
展
さ
せ
る
件
」
（
提
案
者

は
西
本
伸
幸
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

青
年
部
長
）
、
第
２
号
議
案

「
国
際
貿
易
協
定
に
係
る
国

内
対
策
を
求
め
る
件
」
（
井

上
富
男
九
州
開
拓
連
絡
協
議

会
会
長
）、
第
３
号
議
案「
農

業
生
産
基
盤
の
維
持
と
食
料

自
給
率
向
上
を
求
め
る
件
」

（
圷
幸
一
岩
手
花
平
農
協
代

表
理
事
組
合
長
）
の
三
議
案

で
、
一
括
し
て
上
程
さ
れ

た
。そ

れ
に
対
し
て
、
経
営
形

態
別
に
、松
山
伸
一
さ
ん（
青

森
県
・
酪
農
）
、
荒
木
和
宏

さ
ん
（
熊
本
県
・
肉
牛
）
、

宮
崎
一
明
さ
ん
（
栃
木
県
・

養
豚
）
が
代
表
し
て
意
見
表

明
を
行
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が

厳
し
い
経
営
環
境
を
訴
え
、

支
援
策
を
要
望
し
た
。
そ
の

後
、
採
決
に
入
り
、
三
議
案

と
も
満
場
の
拍
手
で
原
案
ど

お
り
決
議
さ
れ
た
。

大
会
決
議
を
受
け
て
、
栃

木
県
開
拓
農
協
女
性
会
会
長

の
齋
籐
典
子
さ
ん
が
決
意
表

明
文
を
読
み
上
げ
、
満
場
の

拍
手
を
も
っ
て
採
択
さ
れ

た
。以

上
で
議
事
日
程
は
す
べ

て
終
了
し
、
開
拓
者
・
開
拓

組
織
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期

し
て
、
齋
籐
さ
ん
の
唱
和
で

「
が
ん
ば
ろ
う
」
を
力
強
く

三
唱
し
た
。

例
年
、
「
全
国
開
拓
青
年

・
女
性
研
修
会
」
を
各
ブ
ロ

ッ
ク
の
持
ち
回
り
で
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
３
年

に
１
回
の
割
合
で
、こ
の「
全

国
開
拓
代
表
者
大
会
」
と
全

国
開
拓
青
年
・
女
性
研
修
会

を
合
同
開
催
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

全
国
の
開
拓
代
表
者
と
次

代
の
開
拓
地
営
農
を
担
う
開

拓
青
年
及
び
女
性
の
代
表
者

が
こ
こ
に
集
結
し
、
確
固
た

る
意
思
を
確
認
す
る
と
と
も

に
団
結
を
誓
い
合
い
、

開
拓
地
営
農
の
さ
ら
な

る
発
展
を
期
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

貿
易
交
渉
に
お
い
て

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
や

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
大
枠
合
意
が

な
さ
れ
、
農
畜
産
業
に
重
大

な
影
響
を
も
た
ら
す
も
の

と
、
強
い
危
機
感
を
抱
か
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
国
内

農
畜
産
業
は
、
生

産
資
材
の
高
止
ま

り
と
消
費
の
鈍
化

も
重
な
り
、
そ
の
経
営
基
盤

は
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
中
、
国
益
を

守
る
た
め
に
政
府
の
厳
し
い

交
渉
姿
勢
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

将
来
に
わ
た
り
、
国
民
へ

の
食
料
の
安
定
供
給
と
安
全

性
の
確
保
こ
そ
目
指
す
べ
き

基
本
姿
勢
で
あ
り
、
食
料
安

全
保
障
の
見
地
か
ら
も
安
易

な
妥
結
は
容
認
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
き
ほ
ど
、
青
年
部
長
の

宣
言
に
あ
り
ま
し
た
よ
う

に
、
戦
後
開
拓
事
業
開
始
か

ら
７２
年
が
経
過
し
よ
う
と
す

る
中
、
開
拓
営
農
集
団
と
し

て
の
役
割
は
大
き
く
、
今
そ

の
存
在
は
不
可
欠
と
な
っ
て

い
る
中
で
、
生
産
者
が
危
機

的
状
況
に
立
た
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
大
会
を
通

じ
、
開
拓
者
の
皆

さ
ん
が
、
一
致
団

結
し
て
、一
層
強
固
に
な
り
、

開
拓
営
農
が
さ
ら
に
発
展
す

る
足
が
か
り
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
、
大
会
運
営
委
員
長

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

開
会
を
宣
言
す
る
塩
島

連
盟
青
年
部
長

決
意
表
明
文
を
読
み
上

げ
る
齋
藤
さ
ん

わ
れ
わ
れ
開
拓
営
農
集
団

は
、
わ
が
国
に
お
け
る
食
料

自
給
率
の
維
持
向
上
と
食
料

安
定
供
給
に
多
大
な
貢
献
を

し
て
お
り
、
今
後
の
日
本
農

業
の
先
導
的
役
割
を
果
た
す

重
要
な
存
在
で
あ
る
。

今
、
わ
れ
わ
れ
が
直
面
し

て
い
る
わ
が
国
農
業
存
亡
の

危
機
を
何
と
し
て
も
乗
り
越

え
、
国
民
へ
安
全
で
安
心
で

き
る
食
料
を
安
定
供
給
す
る

た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
農
業
経

営
の
維
持
発
展
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

生
産
資
材
価
格
の
高
騰
・

国
際
貿
易
交
渉
の
行
方
等
、

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
極

め
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
専
業
農
家

集
団
で
あ
る
開
拓
農
家
の
一

員
と
し
て
、
全
国
開
拓
営
農

の
一
層
の
発
展
を
図
り
、
日

本
の
農
業
を
守
り
、
次
代
を

担
う
若
者
が
夢
を
持
て
る
農

業
づ
く
り
の
た
め
、
一
致
団

結
し
て
闘
う
も
の
で
あ
る
。

今
後
も
、
安
定
し
た
農
業

経
営
が
で
き
る
よ
う
、
本
大

会
の
下
に
決
意
表
明
す
る
。

引
き
続
き
、
全
国
開
拓
青

年
・
女
性
研
修
会
に
移
っ
た
。

講
師
に
内
閣
官
房
参
与
の
西

川
公
也
氏
（
元
農
林
水
産
大

臣
）
を
招
い
て
の
講
演
会
。

西
川
氏
は
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
国

際
貿
易
交
渉
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
当
面
し
て
い
る
情
勢

を
語
っ
た
。

ま
ず
、
農
業
競
争
力
強
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
改

革
を
進
め
て
い
る
中
、
農
畜

産
物
を
売
る
努
力
が
必
要
で

あ
る
と
指
摘
。
次
に
来
年
度

予
算
に
言
及
し
、
「
米
の
直

接
支
払
交
付
金
」
が
今
年
産

で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
と
も

な
い
、
収
入
保
険
制
度
な
ど

が
予
算
編
成
の
焦
点
に
な
る

と
し
た
。

世
界
の
貿
易
は
、
人
口
の

多
い
中
国
の
動
向
が
大
き
く

影
響
す
る
こ
と
を
強
調
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
１１
大
筋
合
意
及
び
日
欧

Ｅ
Ｐ
Ａ
大
枠
合
意
に
よ
り
、

自
由
貿
易
の
動
き
が
広
が

る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
合
意
内
容
に

つ
い
て
、
協
定
の
見
直
し
条

項
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
解

説
。
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て

は
、
イ
コ
ー
ル
・
フ
ッ
テ
ィ

ン
グ
（
対
等
な
競
争
条
件
）

と
な
り
、
輸
出
拡
大
が
期
待

で
き
る
と
し
た
。

研
修
会
終
了
後
、
大
会
運

営
副
委
員
長
の
平
木
勇
全
開

連
代
表
理
事
会
長
が
挨
拶
を

行
い
、
閉
会
し
た
。

大
会
翌
日
の
１５
日
、
大
会

運
営
委
員
ら
代
表
団
が
決
議

を
携
え
て
農
水
省
を
訪
れ
、

要
請
を
行
っ
た
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

決
意
表
明
文

開
拓
営
農
発
展
へ
一
致
団
結

開
拓
営
農
発
展
へ
一
致
団
結

中央三団体

全
国
開
拓
代
表
者
大
会
を
開
催

平
嶋
大
会
運
営
委
員
長
挨
拶

平
嶋
大
会
運
営
委
員
長
挨
拶

・全国開拓代表者大会関連記事 （２面）
・「岩手戦後開拓物語」開催 （３面）
・茶 ４年ぶり増収増益に （４面）
・キャベツ 寒冷地でも６月収穫 （５面）
・乳牛 簡易装着餌寄せ装置考案 （６面）
・交雑去勢 牧草・トウモロコシ主体ＴＭＲ給与

（７面）
・畜産物需給見通し （８面）

開
拓
営
農
発
展

の
足
が
か
り
に

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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第
２
号
議
案

国
際
貿
易
協
定
に
係

る
国
内
対
策
を
求

め
る
件

第
３
号
議
案

農
業
生
産
基
盤
の
維

持
と
食
料
自
給
率
向

上
を
求
め
る
件

農
業
経
営
を
取
り
巻
く
国

際
環
境
や
、
国
民
の
食
生
活

が
大
き
く
変
わ
る
状
況
下
に

あ
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
開
拓

者
、
開
拓
営
農
集
団
は
食
の

安
全
・
安
定
供
給
と
い
う
使

命
を
果
た
し
て
き
た
。

わ
が
先
達
が
全
国
の
開
拓

地
に
入
植
し
、
営
々
と
築
き

上
げ
た
開
拓
地
営
農
は
、
こ

れ
か
ら
も
次
世
代
を
担
う
若

者
が
夢
と
誇
り
を
も
っ
て
開

拓
地
で
の
農
業
経
営
を
維
持

・
発
展
さ
せ
る
た
め
、本
日
の

大
会
を
契
機
に
一
段
と
団
結

し
、
難
局
を
乗
り
越
え
る
確

固
た
る
意
思
を
確
認
す
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
等
の
国

際
貿
易
協
定
の
締
結
は
、
わ

が
国
農
業
の
生
産
基
盤
維
持

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と

懸
念
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
開
拓

営
農
集
団
は
強
い
危
機
感
を

抱
い
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
国
際
貿
易
協

定
の
締
結
・
発
効
に
と
も
な

う
国
産
農
畜
産
物
価
格
の
下

落
等
に
対
応
し
た
、
所
得
補

償
制
度
の
創
設
等
を
含
め
た

適
切
で
実
効
性
の
あ
る
経
営

安
定
対
策
を
即
時
設
定
・
実

行
す
る
こ
と
を
国
に
対
し
て

強
く
要
求
す
る
。

開
拓
営
農
集
団
は
、
食
の

安
全
・
安
定
供
給
と
い
う
社

会
的
使
命
を
ま
っ
と
う
し
て

き
た
が
、
特
に
肉
用
牛
・
酪

農
経
営
に
お
い
て
は
、
最
近

の
肉
用
素
牛
や
乳
用
初
妊
牛

価
格
の
高
騰
、
生
産
資
材
価

格
の
高
止
ま
り
等
が
経
営
に

重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
食
料
安
定
供
給

の
維
持
と
食
料
自
給
率
の
向

上
を
図
る
た
め
、
国
に
対
し

て
、①

生
産
基
盤
の
拡
充
・
強

化
を
図
る
た
め
、
繁
殖
雌
牛

や
酪
農
後
継
牛
の
生
産
・
導

入
に
対
す
る
支
援
を
講
じ
る

こ
と
。
ま
た
、
自
給
飼
料
対

策
を
十
分
に
図
る
こ
と
。

②
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組

み
に
よ
る
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
を
拡
充
・
維
持
し
、
地

域
の
生
産
力
、
収
益
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
。

③
環
境
・
衛
生
対
策
等
、

関
連
諸
対
策
の
拡
充
・
強
化

を
図
る
こ
と
。

④
後
継
者
や
新
規
就
農
者

が
多
大
な
負
担
無
く
就
農
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
就
農
前

研
修
や
経
営
確
立
の
た
め
の

支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

な
ど
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

全
国
開
拓
代
表
者
大
会
翌
日
の

１１
月
１５
日
、
平
嶋
大
会
委
員
長
、

塩
島
青
年
部
長
ほ
か
大
会
運
営
委

員
ら
代
表
団
が
農
水
省
を
訪
れ
、

礒
崎
陽
輔
農
林
水
産
副
大
臣
（
写

真
㊥
）
に
大
会
決
議
を
手
渡
し
、

実
現
を
要
請
し
た
。

礒
崎
副
大
臣
は
、
「
生
産
基
盤

の
強
化
や
自
給
飼
料
対
策
な
ど
に

関
係
す
る
、
い
ろ
い
ろ
な
助
成
金

を
活
用
し
て
ほ
し
い
。
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
事
業
等
の
予
算
は
確
保
し

て
い
き
た
い
」
な
ど
と
応
じ
た
。

全
国
的
に
酪
農
の
担
い
手

の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
と

い
っ
た
状
況
が
あ
り
、
私
の

住
む
青
森
県
に
お
い
て
も
、

近
年
は
毎
年
１０
戸
程
度
が
離

農
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
県
内
有
数
の
酪
農
地
帯

が
崩
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
に
危
機
感
を
持
っ
た
私
を

含
め
数
人
の
酪
農
家
等
が
、

国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し
、

経
営
集
約
し
た
新
規
大
型
酪

農
経
営
を
平
成
３１
年
度
の
稼

動
を
目
指
し
、
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
補
助
事
業
の
活

用
と
い
う
こ
と
で
、
施
設
取

得
に
か
か
る
事
業
費
が
嵩

み
、
自
己
負
担
と
し
て
の
借

入
額
が
多
額
と
な
っ
て
い

る
。特

に
、
建
物
に
関
し
て
の

建
築
基
準
の
緩
和
や
設
計
に

係
る
基
準
単
価
の
可
能
な
限

り
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
、

強
く
要
求
す
る
。

次
に
、
酪
農
後
継
牛
確
保

対
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た

い
。依

然
と
し
て
初
妊
牛
の
価

格
高
騰
が
続
い
て
い
る
中
、

国
の
補
助
事
業
や
、全
国
連
、

自
治
体
が
後
継
牛
確
保
対
策

の
名
目
で
外
部
か
ら
の
導
入

経
費
の
一
部
補
助
を
実
施
し

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
国
内

の
限
ら
れ
た
頭
数
が
単
に
移

動
し
た
だ
け
で
あ
り
、
根
本

的
な
頭
数
増
加
に
は
結
び
つ

い
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
酪
農
家
が
自
ら

の
後
継
牛
生
産
に
積
極
的
に

取
り
組
む
場
合
に
、
性
判
別

精
液
、
受
精
卵
の
購
入
経
費

に
対
す
る
補
助
金
制
度
の
拡

充
と
育
成
経
費
に
対
す
る
補

助
金
を
創
設
願
い
た
い
。
こ

れ
に
よ
り
、
酪
農
家
が
積
極

的
に
後
継
牛
生
産
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ

る
。

栃
木
県
日
光
市
で
養
豚
を

営
ん
で
い
ま
す
。
母
豚
規
模

約
３
０
０
頭
、
年
間
で
７
２

０
０
頭
の
肉
豚
を
出
荷
し
て

い
ま
す
。

私
が
所
属
し
て
い
る
栃
木

県
開
拓
農
協
で
は
、
山
形
県

の
平
田
牧
場
と
提
携
し
、「
平

牧
三
元
豚
」
を
生
産
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
活
ク
ラ
ブ

生
協
に
生
産
原
価
積
み
上
げ

方
式
で
販
売
を
し
て
お
り
ま

す
。
生
活
ク
ラ
ブ
と
の
取
り

引
き
を
通
じ
て
、
消
費
者
と

生
産
者
が
よ
り
身
近
な
存
在

で
あ
る
こ
と
を
皆
で
認
識
し

て
、
生
産
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

昨
今
の
養
豚
業
界
は
、
配

合
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
と

環
境
対
策
に
対
す
る
生
産
費

の
高
騰
、
施
設
コ
ス
ト
の
か

な
り
の
上
昇
な
ど
、
非
常
に

費
用
が
大
き
い
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
経
営
の
難
し

さ
が
そ
こ
に
出
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｐ
Ｅ
Ｄ
（
豚
流
行

性
下
痢
）
を
は
じ
め
と
し
た

家
畜
伝
染
病
は
、
一
度
侵
入

し
て
し
ま
う
と
、
生
産
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、

バ
イ
オ
セ
キ
ュ
リ
テ
イ
を
徹

底
す
る
努
力
が
現
場
で
は
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、雇
用
に
関
し
て
は
、

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
い
わ
ゆ

る
３
Ｋ
（
き
つ
い
・
き
た
な

い
・
危
険
）
と
呼
ば
れ
る
仕

事
な
の
で
、
求
人
を
出
し
て

も
、
な
か
な
か
良
い
人
材
が

集
ま
ら
な
い
と
い
う
の
が
実

情
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
魅
力

的
な
畜
産
、
養
豚
の
１０
年
後

・
２０
年
後
を
見
据
え
た
経
営

が
で
き
る
よ
う
、
私
個
人
も

努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
安
定
し
た
経
営
を
す
る

た
め
に
も
、
国
か
ら
の
よ
り

農
家
に
寄
り
添
っ
た
支
援
対

策
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

青
森
県
・
酪
農

栃
木
県
・
養
豚

熊
本
県
で
、
肉
用
牛
の
肥

育
事
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
両
親
と
交
雑
種
牛
去

勢
を
約
５
０
０
頭
肥
育
し
て

い
ま
す
。

去
年
４
月
に
発
生
し
た
熊

本
地
震
で
は
、
多
大
な
る
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害

額
は
、
農
林
水
産
業
全
体
で

１
７
０
０
億
円
以
上
、
畜
産

業
に
限
定
し
て
も
、
約
４
２

０
億
円
に
達
し
ま
し
た
。
１

年
半
が
経
ち
、
復
興
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
４
万

５
千
人
の
方
が
仮
設
住
宅
で

の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。幸

い
な
こ
と
に
、
組
合
員

の
中
に
人
的
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
堆
肥
舎
の

全
壊
や
住
宅
の
半
壊
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

全
国
の
開
拓
組
織
や
関
係
者

の
方
々
か
ら
は
、
ご
厚
情
あ

ふ
れ
る
お
見
舞
い
を
い
た
だ

き
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

私
の
農
場
で
も
、
牛
舎
や

堆
肥
舎
に
被
害
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
は
一
部
を
除
い

て
修
理
も
終
わ
り
、
元
の
よ

う
に
畜
産
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
経
営
面
に
目

を
移
し
ま
す
と
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
で
す
。

今
後
は
、
さ
ら
な
る
枝
肉

単
価
の
下
落
や
、
素
畜
頭
数

の
減
少
に
よ
る
価
格
の
高
騰

が
予
想
さ
れ
、
さ
ら
に
Ｔ
Ｐ

Ｐ
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
り
、
外
国

産
畜
産
物
の
輸
入
増
も
大
き

く
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
国
の
事
業
に
お
い

て
、
柱
で
あ
る
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
は
、
法
人
化
が
前

提
と
な
っ
て
お
り
、
小
規
模

の
家
族
経
営
農
家
は
事
業
参

加
が
難
し
い
の
が
実
情
で

す
。こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
生
産

者
の
経
営
維
持
の
た
め
、
牛

マ
ル
キ
ン
事
業
の
補
て
ん
率

の
引
き
上
げ
、
素
牛
生
産
基

盤
の
拡
大
に
向
け
た
施
策
の

強
化
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
要
綱
の
変
更
な
ど
、
よ
り

一
層
の
制
度
の
拡
充
や
追
加

対
策
を
し
て
い
た
だ
き
た

く
、
要
望
し
ま
す
。

最
後
に
、
私
た
ち
は
開
拓

組
織
の
一
員
と
し
て
共
に
手

を
取
り
合
い
、
国
内
の
農
業

や
畜
産
を
守
り
、
支
え
て
い

く
こ
と
を
誓
い
、
私
の
意
見

発
表
と
し
ま
す
。

熊
本
県
・
肉
牛

政
府
は
１１
月
２４
日
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
等
総
合
対
策
本
部
の
会
合

を
開
き
、
農
業
支
援
を
中
心

と
す
る
新
た
な
「
総
合
的
な

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
」

を
決
定
し
た
。
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ

大
枠
合
意
及
び
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
大

筋
合
意
を
受
け
、同
大
綱（
１５

年
１１
月
策
定
）
を
改
訂
し
、

チ
ー
ズ
生
産
振
興
策
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
。
畜
産
・
酪
農

関
係
で
は
、
次
の
施
策
を
展

開
す
る
と
し
て
い
る
。

１

強
い
農
林
水
産
業
の

構
築
（
体
質
強
化
対
策
）

新
市
場
開
拓
の

推
進
と
と
も
に
、

重
要
品
目
の
再
生

産
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
強
い
農
林

水
産
業
を
つ
く
り

あ
げ
る
た
め
、
万

全
の
施
策
を
講
じ

る
。▽

畜
産
・
酪
農

収
益
力
強
化
総
合

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進省

力
化
機
械
の

整
備
等
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト

の
削
減
や
品
質
向
上
な
ど
収

益
力
・
生
産
基
盤
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
畜
産
・
酪

農
の
国
際
競
争
力
の
強
化
を

図
る
。

国
産
チ
ー
ズ
等
の
競
争
力

を
高
め
る
と
と
も
に
、
そ
の

需
要
を
確
保
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
に
国
産
チ
ー

ズ
等
の
生
産
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
す
る
。
原
料
面
で
原

料
乳
の
低
コ
ス
ト
・
高
品
質

化
の
取
り
組
み
の
強
化
、
製

造
面
で
コ
ス
ト
の
低
減
と
品

質
向
上
・
ブ
ラ
ン
ド
化
等
を

推
進
す
る
。

▽
高
品
質
な
わ
が
国
農
林

水
産
物
の
輸
出
等
需
要
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
の
開
拓

米
・
牛
肉
・
豚
肉
・
鶏
肉

・
鶏
卵
・
乳
製
品
・
青
果
物

・
茶
な
ど
、
重
点
品
目
の
ほ

ぼ
す
べ
て
で
輸
出
先
国
の
関

税
が
撤
廃
さ
れ
る
中
、
農
林

水
産
物
の
一
層
の
輸
出
拡

大
、
さ
ら
な
る
輸
出
阻
害
要

因
の
解
消
、
輸
出
条
件
の
改

善
及
び
国
内
の
輸
出
環
境
の

整
備
、
６
次
産
業
化
・
地
産

地
消
に
よ
る
地
域

の
収
益
力
強
化
等

に
取
り
組
む
。

２

経
営
安
定

・
安
定
供
給
の
た

め
の
備
え
（
重
要

５
品
目
関
連
）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
又
は
日

欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
発
効
後

の
経
営
安
定
に
万

全
を
期
す
た
め
、

協
定
発
効
に
合
わ

せ
て
経
営
安
定
対

策
の
充
実
等
の
措

置
を
講
ず
る
。

・
法
制
化
し
た
肉
用
牛
肥
育

経
営
安
定
特
別
対
策
事
業

（
牛
マ
ル
キ
ン
）
及
び
養
豚

経
営
安
定
対
策
事
業
（
豚
マ

ル
キ
ン
）
に
つ
い
て
、
補
て

ん
率
を
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
（
８
割
↓
９
割
）
、
豚
マ

ル
キ
ン
の
国
庫
負
担
水
準
を

引
き
上
げ
る
（
国
１
：
生
産

者
１
↓
国
３
：
生
産
者

１
）
。

・
肉
用
子
牛
保
証
基
準
価
格

を
現
在
の
経
営
の
実
情
に
即

し
た
も
の
に
見
直
す
。

全
国
開
拓
代
表
者
大
会
に
お
け
る
決
議
事
項

全
国
開
拓
代
表
者
大
会
に
お
け
る
決
議
事
項

第
１
号
議
案

開
拓
地
営
農
を
維
持
・

発
展
さ
せ
る
件

松
山
伸
一
さ

ん

荒
木
和
宏
さ

ん

全国開拓代表者大会に
おける意見表明（要旨）

新たなＴＰＰ大綱決定
チーズの競争力強化に重点

決議携え農水副大臣に要請
連盟委員長ら代表団

宮
崎
一
明
さ

ん



2017年（平成２９年）12月15日開 拓 情 報（毎月１回１５日発行）第716号（3）

（
一
社
）
岩
手
県
開
拓
振

興
協
会（
野
原
修
一
理
事
長
）

は
１１
月
１６
日
、盛
岡
市
の「
ホ

テ
ル
大
観
」
で
、
公
益
事
業

と
し
て
企
画
し
た
「
第
６
回

岩
手
戦
後
開
拓
物
語
」
を
開

催
し
た
。
開
拓
一
・
二
世
か

ら
苦
難
に
満
ち
た
開
拓
体
験

を
語
り
継
ご
う
と
い
う
も
の

で
、
県
内
開
拓
者
・
関
係
者

の
ほ
か
、
一
般
人
ら
過
去
最

多
の
１
０
０
名
（
う
ち
一
般

人
７１
名
）
が
参
加
し
、
熱
心

に
聞
き
入
っ
た
。

冒
頭
、
野
原
理
事
長
が
主

催
者
挨
拶
を
行
い
、
「
戦
後

開
拓
事
業
開
始
か
ら
７０
余
年

が
経
ち
、
わ
れ
わ
れ
の
体
験

を
伝
え
て
い
く
こ
と
は
大
変

大
事
な
こ
と
で
す
。
開
拓
地

で
も
畜
産
農
家
が
減
少
し
て

い
る
中
、
お
二
人
の
話
を
聞

き
、
前
途
を
考
え
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

今
年
の
「
語
り

部
」
は
、
滝
沢
市

か
み
さ
と

柳
沢
・
柳
沢
上
郷

開
拓
の
青
木
輝
夫

さ
ん
（
開
拓
一
世

・
８４
歳
）
と
同
市

鵜
飼
・
花
平
開
拓

の
布
川
英
子
さ
ん

（
開
拓
二
世
・
７５

歳
）
。
青
木
さ
ん

は
樺
太
（
現
・
ロ

シ
ア
連
邦
サ
ハ
リ

ン
州
）
、
布
川
さ

ん
は
満
州
（
現
・

中
国
東
北
部
）
か
ら
引
き
揚

げ
て
入
植
。
そ
れ
ぞ
れ
、
開

墾
時
の
苦
労
や
生
活
な
ど
を

語
っ
た
。
な
お
、
女
性
の
語

り
部
は
初
。

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
ゾ
ン
ビ
」の

増
殖

米
国
民
が
否
定
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
を

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ス
」
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
以

上
の
自
由
貿
易
協
定
）
に
し
て
、

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）の

「
大
枠
合
意
」し
た
か
と
思
え
ば
、

今
度
は
、
米
国
抜
き
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１

の
「
偽
装
合
意
」
を
主
導
し
、
日

本
政
府
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
ゾ
ン
ビ
」
の

強
引
な
増
殖
に
ま
い
進
し
て
い

る
。Ｔ

Ｐ
Ｐ
反
対
者
を
「
実
体
の
な

い
恐
怖
を
振
り
ま
く
�
Ｔ
Ｐ
Ｐ
お

ば
け
�」と
批
判
し
た
人
々
の「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
ゾ
ン
ビ
」
推
進
、
こ
れ
こ
そ

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
お
ば
け
」
で
あ
る
。

米
国
民
の
圧
倒
的
多
数
が
Ｔ
Ｐ

Ｐ
を
否
定
し
、
日
本
を
含
む
多
く

の
国
の
市
民
の
声
も
同
じ
だ
。
大

多
数
の
市
民
の
声
と
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
と
結
託
し
た
政
治
家
の
思
惑

と
が
極
度
に
乖
離
し
た
政
治
状
況

は
各
国
と
も
に
何
ら
改
善
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
異
常
さ
を
Ｔ
Ｐ
Ｐ

１１
の
推
進
を
目
の
当
た
り
に
し
て

痛
切
に
感
じ
る
。

「
１
㌫
対
９９
㌫
」
と
言
わ
れ
る

が
、
政
治
は
１
㌫
の「
お
友
だ
ち
」

の
利
益
の
た
め
に
進
め
ら
れ
る
。

９９
㌫
の
声
は
無
視
さ
れ
、
国
民
の

声
と
政
治
は
必
然
的
に
乖
離
す

る
。日

本
が
最
も
極
端
だ
。し
か
も
、

内
政
で
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
国
民

の
目
を
そ
ら
す
た
め
に
外
交
成
果

を
急
ぐ
と
い
う
常
套
手
段
で
、
交

渉
が
決
裂
し
た
項
目
は
外
し
て
、

合
意
で
き
た
部
分
だ
け
を
「
大
枠

合
意
」（
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
だ
、「
大

筋
合
意
」
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
）
だ
と
見

せ
か
け
る
姑
息
で
強
引
な
手
段
に

日
本
政
府
は
味
を
占
め
て
し
ま
っ

た
よ
う
だ
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
は「
大
筋

合
意
」し
た
の
か

ベ
ト
ナ
ム
で
の
閣
僚
会
合
で
共

同
議
長
の
日
本
が
２
０
１
７
年
１１

月
に
大
筋
合
意
し
た
と
発
表
後

に
、
カ
ナ
ダ
の
貿
易
相
が
合
意
し

て
い
な
い
と
否
定
し
、
カ
ナ
ダ
首

相
も
安
倍
総
理
に
よ
る
何
時
間
も

の
説
得
に
も
応
じ
ず
、
首
脳
会
合

に
よ
る
合
意
確
認
は
お
流
れ
に
な

っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
日
本

が
主
導
し
て
強
引
に
合
意
を
装
っ

た
「
偽
装
合
意
」
の
印
象
は
否
め

な
い
。

閣
僚
声
明
文
の
と
お
り
、agr

eed
on
the

core
elements

（
核
と
な
る
項
目
に
つ
い
て
合
意

し
た
）
が
、
米
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
復

帰
し
た
ら「
解
凍
」す
る
前
提
で
、

元
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１２
の
協
定
文
か
ら
２０

項
目
を
凍
結
し
た
上
、
マ
レ
ー
シ

ア
が
主
張
す
る
国
有
企
業
の
優
遇

禁
止
の
凍
結
や
、
カ
ナ
ダ
が
求
め

て
い
た
文
化
産
業
の
著
作
物
保
護

の
例
外
扱
い
要
求
な
ど
４
項
目
は

未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

日
本
側
は
「
カ
ナ
ダ
が
あ
の
よ

う
な
態
度
を
な
ぜ
と
っ
た
の
か
わ

か
ら
な
い
」と
説
明
し
た
が
、「
首

脳
間
で
合
意
を
確
認
す
る
レ
ベ
ル

で
な
い
」
と
言
っ
た
カ
ナ
ダ
の
ほ

う
が
よ
ほ
ど
ま
と
も
で
あ
る
。
カ

ナ
ダ
政
府
は
、
そ
の
後
も
、
ダ
ナ

ン
で
の
「
大
筋
合
意
」
は
、
「
一

層
の
議
論
の
た
め
の
い
わ
ば
通
過

点
で
暫
定
合
意
で
も
な
い
」
と
表

明
し
て
い
る
。

決
裂
し
た
項
目
は
外
し
て
、
合

意
で
き
た
部
分
だ
け
を
も
っ
て
大

筋
合
意
と
言
う
な
ら「
言
葉
遊
び
」

で
何
と
で
も
言
え
る
。
最
近
、
こ

の
よ
う
な
「
合
意
」
が
頻
繁
に
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

１５
年
１０
月
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１２
の
「
大

筋
合
意
」
はcometoanagre

ement

で
、条
文
は
一
応
で
き
て

い
た
（
新
薬
の
デ
ー
タ
保
護
期
間

の
延
長
に
つ
い
て
日
本
が
提
案
し

た
８
年
と
も
５
年
と
も
と
れ
る

「
玉
虫
色
」
の
条
文
が
「
同
床
異

夢
」
の
解
釈
を
可
能
に
し
て
い
た

こ
と
な
ど
、
解
釈
も
含
め
て
条
文

の
確
定
作
業
が
残
っ
て
い
た
）
。

１７
年
７
月
の
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
の

「
大
枠
合
意
」
はagreement

inprinciple

で
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ（
投

資
家
対
国
家
紛
争
解
決
）
条
項
を

「
死
ん
だ
も
の
」
と
断
じ
た
Ｅ
Ｕ

と
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
に
固
執
す
る
日
本
と

の
溝
が
深
く
、
投
資
部
分
が
未
合

意
と
な
っ
て
い
た
。

「
ス
ネ
夫
」が「
ジ
ャ

イ
ア
ン
」に

強
引
に
合
意
し
た
と
の
発
表
を

急
ぐ
日
本
の
姿
勢
は
、
内
政
の
行

き
詰
ま
り
を
外
交
成
果
で
覆
い
隠

す
と
い
う
「
常
套
手
段
」
の
側
面

と
と
も
に
、
既
成
事
実
化
を
急
い

で
、
今
回
の
カ
ナ
ダ
の
よ
う
な
納

得
し
て
い
な
い
国
に
圧
力
を
か
け

て
い
く
手
段
で
も
あ
る
。

日
本
は
１８
年
の
年
明
け
の
署
名

を
め
ざ
す
と
し
て
い
る
が
、
米
国

と
の
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
北
米
自
由
貿

易
協
定
）
再
交
渉
や
ケ
ベ
ッ
ク
州

の
選
挙
な
ど
も
控
え
る
カ
ナ
ダ
の

動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

筆
者
は
、
以
前
か
ら
日
本
と
ア

ジ
ア
諸
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿

易
協
定
）
の
事
前
交
渉
に
数
多
く

参
加
し
、
日
本
が
ア
ジ
ア
と
の
Ｆ

Ｔ
Ａ
交
渉
で
相
手
国
を
恫
喝
す
る

よ
う
な
態
度
で
交
渉
に
当
た
る
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
情
け
な

く
恥
ず
か
し
く
思
っ
て
い
た
。

米
国
が
い
る
と
、
「
ジ
ャ
イ
ア

ン
」
た
る
米
国
に
忠
実
な
「
ス
ネ

夫
」
の
日
本
が
、
米
国
が
い
な
い

で
、
ア
ジ
ア
の
国
々
が
中
心
に
な

る
と
、
途
端
に
自
分
が
「
ジ
ャ
イ

ア
ン
」
ぶ
る
。
カ
ナ
ダ
の
反
発
も

わ
か
る
。

第６３回

１
９
３
３（
昭
和
８
）年
、

樺
太
恵
須
取
郡
鵜
城
村
生
ま

れ
。父

は
長
野
県
の
出
身
で
、

大
正
の
初
め
に
樺
太
に
渡
り

ま
し
た
。
当
時
は
、
開
拓
者

が
樺
太
に
多
数
入
っ
た
よ
う

で
す
。
町
は
小
さ
く
、
非
常

に
寒
い
所
で
、
冬
は
マ
イ
ナ

ス
２５
〜
３０
℃
に
な
り
ま
し

た
。
終
戦
の
年
（
１２
歳
）
、

空
襲
を
受
け
、
山
に
避
難
。

た
だ
、
終
戦
時
、
私
た
ち
は

ロ
シ
ア
兵
に
抵
抗
し
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
比
較
的
平

穏
な
地
帯
で
し
た
。
４
年
留

ま
り
、
ロ
シ
ア
人
に
ジ
ャ
ガ

イ
モ
や
麦
類
の
作
付
け
を
教

え
た
り
も
し
ま
し
た
。
食
料

増
産
の
た
め
、
日
本
人
の
農

家
は
大
事
に
さ
れ
ま
し
た
。

４９
（
昭
和
２４
）
年
７
月
、

長
野
県
に
い
っ
た
ん
引
き
揚

げ
ま
し
た
。
す
で
に
滝
沢
村

（
市
）
へ
の
分
村
計
画
が
決

ま
っ
て
い
て
、
翌
月
、
柳
沢

に
両
親
・
兄
妹
と
入
植
。
入

植
者
は
若
者
を
中
心
に
２５
戸

で
、
３
年
間
は
共
同
生
活
で

し
た
。

入
植
地
は
森
林
地
帯
で
あ

り
、
伐
採
し
て
、
畑
を
増
や

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
開
墾

し
よ
う
に
も
、
雑
木
林
で
条

件
が
悪
く
、苦
労
し
ま
し
た
。

根
が
張
っ
て
い
て
、
手
作
業

で
一
鍬
一
鍬
掘
り
起
こ
す
の

は
大
変
な
作
業
で
し
た
。

５４
（
昭
和
２９
）
年
、
結
婚

を
機
に
独
立
。
３
人
の
子
供

が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
生
活

の
た
め
、
毎
日
夫
婦
で
畑
作

業
。
幼
子
を
家
に
残
さ
ざ
る

を
得
ず
、
か
わ
い
そ
う
で
し

た
。
幸
い
事
故
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
帰
り
を
待
ち

わ
び
て
い
た
顔
を
見
る
と
、

何
と
も
い
え
な
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

５８
（
昭
和
３３
）
年
、
牛
１

頭
か
ら
酪
農
開
始
。
７８
（
昭

和
５３
）
年
、
５０
頭
規
模
に
拡

大
し
ま
し
た
が
、
後
継
者
が

な
く
、
３
年
前
に
止
め
ま
し

た
。長
年
に
わ
た
る
経
営
で
、

大
き
な
失
敗
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
毎
日
の
生
乳
出
荷

に
よ
る
現
金
収
入
が
あ
り
、

農
業
の
中
で
酪
農
は
良
い
と

思
い
ま
す
。

青木輝夫さん

４２
（
昭
和
１７
）
年
、
満
州

国
東
安
省
密
山
県
生
ま
れ
。

終
戦
時
は
３
歳
で
し
た

が
、
父
に
お
ん
ぶ
さ
れ
、
怖

い
思
い
を
し
な
が
ら
、
避
難

所
へ
向
か
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
途
中
、
弟
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
４６（
昭
和
２１
）

年
６
月
、
父
の
生
家
の
あ
る

福
島
県
に
引
き
揚
げ
ま
し

た
。
１
年
後
、
花
平
に
両
親

・
兄
妹
と
入
植
。
最
初
は
共

同
の
テ
ン
ト
生
活
で
し
た
。

土
地
配
分
が
決
ま
り
、
や

が
て
家
が
で
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
、
水
道
も
電
気
も
あ
り

ま
せ
ん
。
水
は
、
川
か
ら
汲

ん
で
、
大
き
な
カ
メ
に
た
め

て
お
き
ま
し
た
。
風
呂
は
ド

ラ
ム
缶
で
し
た
。
毎
日
開
墾

を
し
て
、
一
鍬
一
鍬
、
畑
づ

く
り
か
ら
始
ま
り
、
今
の
畑

が
あ
り
ま
す
。

弟
２
人
が
生
ま
れ
、
７
人

家
族
と
な
り
ま
し
た
。
私
が

小
学
３
年
生
の
時
、
母
が
病

気
で
入
院
。
学
校
を
休
み
、

幼
い
弟
の
世
話
や
炊
事
・
洗

濯
な
ど
の
家
事
を
し
ま
し

た
。
母
は
体
が
弱
く
病
気
が

ち
で
、
そ
の
度
、
学
校
を
休

み
ま
し
た
。

毎
日
、
畑
仕
事
を
し
ま
し

た
。
皆
、
そ
う
い
う
こ
と
を

し
て
い
た
か
ら
、
苦
労
を
我

慢
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
休

ま
ず
に
学
校
に
行
け
た
の

は
、
兄
が
学
校
を
卒
業
し
て

家
で
働
い
て
い
た
、
中
学
２

年
の
１
年
間
だ
け
で
し
た
。

電
気
が
入
っ
た
の
は
６２

（
昭
和
３７
）
年
。
翌
年
、
酪

農
家
と
結
婚
。
乳
牛
は
手
搾

り
で
、
牧
草
も
手
で
刈
り
、

乾
か
し
ま
し
た
。

０７
年
、
中
国
へ
墓
参
に
行

き
ま
し
た
。
何
も
な
い
寂
し

い
所
で
、
弟
の
こ
と
を
思
う

と
帰
り
に
は
涙
が
止
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

家
族
が
手
伝
っ
て
く
れ
、

細
々
な
が
ら
も
営
ん
で
き
た

酪
農
を
息
子
に
渡
し
ま
し

た
。
息
子
に
は
、
在
学
中
も

牛
舎
の
掃
除
な
ど
決
め
た
仕

事
は
さ
せ
ま
し
た
。
開
拓
の

苦
労
を
分
か
っ
て
も
ら
う
た

め
で
す
。
今
日
、
話
が
で
き

る
の
も
息
子
の
お
か
げ
で

す
。

布川英子さん

１１
月
に
開
催
さ
れ
た
開
拓

組
織
に
よ
る
枝
肉
共
進
会
の

結
果
は
次
の
と
お
り
。

福
岡
県
畜
産
農
協
枝
肉
共

進
会
（
福
岡
市
食
肉
市
場
）

最
優
秀
賞

野
田
貴
文

２６
・
５
ヵ
月
齢
の
交
雑
種

去
勢
、枝
重
５
２
７
・
２
㎏
、

Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
９
、
格
付
Ａ
５
、

種
雄
牛
「
藤
平
茂
」
。

佐
賀
開
拓
び
よ
り
牛
・
開

拓
豚
枝
肉
共
進
会
（
佐
賀
県

畜
産
公
社
）

・
肉
牛
部
門

最
優
秀
知
事
賞
重
松
英
利

２７
・
４
ヵ
月
齢
の
黒
毛
和

種
去
勢
、
枝
重
５
０
３
・
０

㎏
、Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１０
、
格
付
Ａ

５
、父「
安
福
久
」母
の
父「
平

茂
晴
」祖
母
の
父「
福
栄
」
。

・
肉
豚
部
門

最
優
秀
賞

中
山

工

雑
木
を
伐
採
、
手
作
業
で
開
墾

入植の苦労を語り継ぐ入植の苦労を語り継ぐ
「岩手戦後開拓物語」開催 県 開 拓

振興協会

毎
日
畑
仕
事
、
母
親
代
わ
り
も

ＴＰＰ１１の「偽装合意」㊤
東京大学教授鈴木宣弘氏

共
進
会
の
結
果

共
進
会
の
結
果
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㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
は

こ
の
ほ
ど
、
同
公
庫
の
融
資

先
５
６
５
７
（
個
人
４
１
３

４
、
法
人
１
５
２
３
）
の
決

算
デ
ー
タ
を
基
に
分
析
し
た

「
１６
年
農
業
経
営
動
向
分

析
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。

販
売
価
格
が
上
昇
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
「
茶
」
「
果

樹
」
「
肉
用
牛
肥
育
」
等
で

増
収
増
益
と
な
っ
た（
表
）。

茶
の
個
人
所
得
は
６８
・
３

㌫
増
。
法
人
経
営
の
利
益
は

黒
字
に
転
換
し
た
。
材
料
な

ど
の
費
用
が
増
加
し
た
も
の

の
、
売
上
増
加
が
費
用
増
加

を
上
回
っ
た
。
販
売
価
格
低

迷
に
よ
る
収
益
低
迷
が
続
い

て
い
た
が
、
販
売
価
格
が
上

昇
し
た
こ
と
に
よ
り
４
年
ぶ

り
に
増
収
増
益
に
転
じ
た
。

耕
種
部
門
の
う
ち
稲
作

は
、
前
年
産
米
の
収
量
が
好

天
に
よ
り
１５
年
を
上
回
っ
た

こ
と
に
加
え
、
主
食
用
米
か

ら
飼
料
米
へ
の
転
換
が
進

み
、
主
食
用
米
の
供
給
が
減

少
の
見
通
し
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
販
売
価
格
が
上
昇

し
た
。稲
作
の
個
人
所
得
は
、

北
海
道
が
百
万
円
未
満
の
増

加
だ
っ
た
も
の
の
、
都
道
府

県
が
１８
・
１
㌫
増
。
法
人（
全

国
）は
、
販
売
価
格
上
昇
・
収

量
増
加
に
よ
り
、
売
上
高
が

３
・
３
㌫
増
。
経
常
利
益
は

２６
・
４
㌫
増
と
な
っ
た
。

北
海
道
畑
作
の
個
人
所
得

は
１２
・
９
㌫
減
。
法
人
経
営

の
経
常
利
益
も
５８
・
３
㌫
減
。

ど
ち
ら
も
台
風
の
影
響
に
よ

り
、
小
麦
・
大
豆
を
中
心
に

生
産
物
の
販
売
価
格
下
落
を

受
け
減
収
減
益
と
な
っ
た
。

露
地
野
菜
の
個
人
所
得

は
、
北
海
道
で
は
販
売
価
格

下
落
が
影
響
し
売
上
高
が
減

少
、
所
得
は
費
用
削
減
に
よ

り
５
・
９
㌫
増
。
都
府
県
で

は
、
天
候
不
順
時
に
販
売
価

格
の
上
昇
が
影
響
し
、
増
収

増
益
と
な
っ
た
。
法
人
経
営

の
経
常
利
益
は
、
２６
・
８
㌫

減
。
売
上
高
は
１
・
０
㌫
増

え
た
も
の
の
、
減
価
償
却
費

な
ど
の
増
加
に
よ
り
減
益
と

な
っ
た
。

果
樹
の
個
人
所
得
は
、
２４

・
５
㌫
増
。
販
売
価
格
上
昇

を
受
け
増
収
増
益
と
な
っ

た
。
法
人
経
営
の
売
上
高
は

４
・
３
㌫
増
、
経
常
利
益
は

黒
字
に
転
換
し
た
。

畜
産
部
門
の
う
ち
、
酪
農

の
個
人
所
得
は
北
海
道
で
１４

・
１
㌫
増
、
都
府
県
で
３２
・

０
㌫
増
と
な
っ
た
。
乳
価
据

え
置
き
だ
っ
た
も
の
の
、
子

牛
販
売
価
格
上
昇
を
受
け
、

北
海
道
で
増
収
増
益
、
都
府

県
で
売
上
高
が
４
・
２
㌫
増

え
、
増
益
。
法
人
経
営
の
経

常
利
益
は
都
府
県
で
５９
・
２

㌫
増
と
な
っ
た
。

肉
用
牛
肥
育
の
個
人
所
得

は
、
４３
・
４
㌫
増
。
法
人
経

営
の
経
常
利
益
も
５３
・
１
㌫

増
。
販
売
価
格
が
高
水
準
で

推
移
し
た
こ
と
か
ら
、
増
収

増
益
と
な
っ
た
。

養
豚
の
個
人
所
得
は
７
・

６
㌫
減
。
枝
肉
販
売
価
格
下

落
に
と
も
な
い
売
上
高
が
減

り
、所
得
も
減
少
と
な
っ
た
。

法
人
経
営
の
経
常
利
益
は
１５

・
６
㌫
増
。
枝
肉
販
売
価
格

の
下
落
に
よ
り
売
上
が
微
減

と
な
っ
た
も
の
の
、
燃
料
動

力
費
な
ど
の
削
減
に
よ
り
増

益
と
な
っ
た
。

Ｇ
ｆ
Ｋ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
は
こ

の
ほ
ど
、
「
食
べ
物
や
飲
み

物
を
選
ぶ
際
の
重
視
点
」
の

１７
年
調
査
を
公
表
し
た
。
日

本
と
１６
ヵ
国
（
英
語
表
記
順

に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
豪
州
、

ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ

ナ
ダ
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
メ
キ

シ
コ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ロ
シ
ア
、

韓
国
、
ス
ペ
イ
ン
、
英
国
、

米
国
）
の
１５
歳
以
上
の
消
費

者
２
万
３
千
人
を
対
象
に
実

施
し
た
も
の
。

世
界
的
に
、
食
品
を
選
ぶ

際
、
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な

い
こ
と
が
も
っ
と
も
重
視
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た

（
図
）
。

日
本
は
「
遺
伝
子
組
み
換

え
食
品
を
使
用
し
て
い
な

い
」と
同
率
で「
塩
分
が
控
え

め
で
あ
る
」
３６
㌫
、
次
い
で

「
無
糖
ま
た
は
糖
分
が
控
え

め
で
あ
る
」３５
㌫
と
続
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
（
有
機
栽
培
）
、
ビ
タ
ミ

ン
な
ど
の
要
素
よ
り
も
「
地

元
で
作
ら
れ
て
い
る
、
地
元

の
食
材
を
使
用
し
て
い
る
」

が
重
視
さ
れ
て
い
た
。

１７
か
国
計
で
は
「
遺
伝
子

組
み
換
え
食
品
を
使
用
し
て

い
な
い
」
と
同
率
で
「
無
糖

ま
た
は
糖
分
が
控
え
め
で
あ

る
」
４８
㌫
。
次
い
で
「
塩
分

が
控
え
め
で
あ
る
」
４５
㌫
の

順
に
な
っ
た
。
「
ビ
タ
ミ
ン

や
ミ
ネ
ラ
ル
が
強
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
」
を
み
る
と
、
日

本
よ
り
２１
㌫
高
く
、
栄
養
素

が
重
視
さ
れ
て
い
る
傾
向
が

み
ら
れ
た
。

農
水
省
は
１１
月
２
日
、
日

欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
国
内
の
農

林
水
産
物
２８
品
目
へ
の
影
響

分
析
を
発
表
し
た
。
影
響
の

大
き
さ
で
四
つ
に
分
類
。
牛

乳
・
乳
製
品
、
豚
肉
、
牛
肉

は
、
最
も
影
響
が
大
き
い
中

に
入
っ
た
。

茶
、
小
豆
、
鶏
肉
な
ど
１４

品
目
は
、
最
も
影
響
が
小
さ

い
「
特
段
の
影
響
は
見
込
み

難
い
」
と
し
、
オ
レ
ン
ジ
、

リ
ン
ゴ
、
鶏
卵
な
ど
７
品
目

は
、
２
番
目
に
小
さ
い
「
影

響
は
限
定
的
と
見
込
ま
れ

る
」
。
小
麦
、
砂
糖
、
で
ん

粉
は
３
番
目
に
分
類
。
牛
乳

・
乳
製
品
、
豚
肉
、
牛
肉
、

構
造
用
集
成
材（
木
材
）は
、

「
当
面
、
輸
入
の
急
増
は
見

込
み
難
い
が
、長
期
的
に
は
、

関
税
引
き
下
げ
の
影
響
の
懸

念
」
と
示
し
た
。

牛
乳
・
乳
製
品
は「
当
面
、

輸
入
の
急
増
は
見
込
み
難

く
、
牛
乳
も
含
め
た
乳
製
品

全
体
の
国
内
需
給
へ
の
悪
影

響
は
回
避
の
見
込
み
」
と
分

析
。
た
だ
し
、
ホ
エ
イ
（
乳

清
）
・
チ
ー
ズ
の
関
税
削
減

・
撤
廃
に
よ
り
、
「
長
期
的

に
は
競
合
す
る
国
産
の
脱
脂

粉
乳
・
チ
ー
ズ
の
価
格
下
落

な
ど
が
生
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
加
工
原
料
乳
価
格
の
下

落
も
懸
念
」
と
し
た
。

牛
肉
は
「
国
産
の
う
ち
、

和
牛
・
交
雑
種
は
、
競
合
の

度
合
い
は
小
さ
い
見
込
み
」

と
分
析
。
一
方
、
Ｅ
Ｕ
の
生

産
量
は
世
界
の
約
１
割
を
占

め
、
潜
在
的
な
輸
出
余
力
が

大
き
く
、
対
日
輸
出
拡
大
志

向
も
強
い
と
指
摘
。
そ
の
た

め
、
「
長
期
的
に
は
競
合
す

る
乳
用
種
を
中
心
に
、
国
産

全
体
の
価
格
下
落
も
懸
念
」

と
し
た
。

豚
肉
は
「
差
額
関
税
制
度

が
維
持
さ
れ
、
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
（
高
価
格
部
位
と
低

価
格
部
位
の
組
み
合
わ
せ
）

輸
入
が
引
き
続
き
行
わ
れ

る
」
と
想
定
。
当
面
、
輸
入

の
急
増
は
見
込
み
難
い
と
し

つ
つ
、
「
長
期
的
に
は
低
価

格
部
位
の
一
部
が
コ
ン
ビ
ネ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
ら
ず
輸
入
さ

れ
る
可
能
性
は
否
定
で
き

ず
、
国
産
価
格
の
下
落
も
懸

念
」
と
分
析
し
た
。

農
畜
産
業
振
興
機
構
は
こ

の
ほ
ど
公
表
し
た
「
食
肉
販

売
動
向
調
査
（
１７
年
度
下
半

期
）
」
に
よ
る
と
、
前
年
度

に
比
べ
、
小
売
業
者
の
国
産

牛
肉
の
販
売
は
増
加
の
見
通

し
。
量
販
店
２１
社
、
食
肉
専

門
店
６３
社
を
対
象
と
し
た
も

の
。１７

年
度
上
半
期
の
量
販
店

に
お
け
る
食
肉
の
取
扱
割
合

の
実
績
（
重
量
ベ
ー
ス
。
以

下
同
）は
、
牛
肉
３１
㌫
、
豚

肉
４４
㌫
、
鶏
肉
２５
㌫
と
な
っ

た
。
前
年
度
同
期
と
比
べ
て

牛
肉
は
和
牛
が
２
㌽
増
、
国

産
牛
肉
（
和
牛
以
外
）
が
１

㌽
増
。
国
産
豚
肉
は
１
㌽
減

と
な
っ
た
。

食
肉
専
門
店
に
お
け
る
食

肉
の
取
扱
割
合
の
実
績
で

は
、
牛
肉
４５
㌫
、
豚
肉
３８
㌫
、

鶏
肉
１７
㌫
と
な
っ
た
。
前
年

度
同
期
と
比
べ
て
和
牛
が
２

㌽
増
、国
産
豚
肉
は
１
㌽
減
。

量
販
店
と
比
べ
て
和
牛
の
取

り
扱
い
が
多
い
。

１７
年
度
下
半
期
の
量
販
店

に
お
け
る
食
肉
販
売
の
見
通

し
（
前
年
同
期
比
）
は
、
和

牛
と
輸
入
鶏
肉
以
外
で
「
増

加
」
が
「
減
少
」
を
上
回
っ

た
。
和
牛
の
減
少
理
由
に
は

「
輸
入
牛
肉
な
ど
へ
の
シ
フ

ト
」
が
挙
げ
ら
れ
た
一
方
、

増
加
理
由
と
し
て
「
枝
肉
相

場
が
前
年
よ
り
落
ち
着
き
、

販
促
を
増
や
す
」
「
他
店
と

の
差
別
化
」
「
国
産
志
向
を

背
景
に
し
た
シ
ニ
ア
世
代
を

中
心
に
購
買
頻
度
が
上
が

る
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

食
肉
専
門
店（
同
）で
は
、

国
産
牛
肉
、
輸
入
牛
肉
及
び

国
産
鶏
肉
で「
増
加
」が「
減

少
」
を
上
回
っ
た
。
国
産
牛

肉
の
増
加
理
由
と
し
て
、「
和

牛
と
比
べ
て
消
費
者
の
低
価

格
志
向
」
が
多
く
挙
げ
ら
れ

た
。
一
方
、
国
産
豚
肉
の
減

少
理
由
は
「
仕
入
価
格
上
昇

に
と
も
な
う
値
上
げ
に
よ
る

販
売
減
」
「
仕
入
価
格
上
昇

に
よ
る
特
売
回
数
の
減
少
」

な
ど
が
多
か
っ
た
。

量
販
店
に
お
け
る
小
売
価

格
の
見
通
し
（
同
）
は
、
輸

入
牛
肉
及
び
豚
肉
で
「
値
上

げ
」
が
「
値
下
げ
」
を
上
回

り
、
そ
れ
以
外
で
は
「
値
下

げ
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

食
肉
専
門
店
で
は
、
牛
肉

全
般
と
国
産
豚
肉
及
び
鶏
肉

で
「
値
上
げ
」
が
「
値
下
げ
」

を
上
回
り
、
そ
れ
以
外
で
は

お
お
む
ね
「
現
状
維
持
」
と

の
回
答
と
な
っ
た
。

畜産物価格の下落懸念

茶
４
年
ぶ
り
増
収
増
益
に

日欧ＥＰＡの影響分析

日本公庫

１６
年
農
業
経
営
動
向
分
析

「
遺
伝
子
組
み
換
え
で
な
い
」最
多

１７
ヵ
国
食
べ
物
等
の
重
視
点
調
査

量
販
店
等
で
国
産
牛
肉
増
加
の
見
通
し

１７
年
度
下
半
期
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キャベツの早春期栽培は寒冷地で行
う場合、凍害や干ばつ害などの影響を
受けやすく、不安定である。寒冷地で
も、収量が安定するような技術が望ま
れている。
長野県野菜花き試験場・佐久支場は、
標高７００ｍ以上の寒冷地での寒玉系キ
ャベツ生産における作期の前進を検
討。全面マルチ栽培・深植定植・不織
布べたがけ被覆を組み合わせ、２月下
旬に播種、３月下旬～４月上旬に定植
することで端境期の６月に安定して収
穫が可能となることを明らかにした。
試験１
県東部地域（標高８００ｍ）で１３～１５年
にマルチ栽培、定植深さ、べたがけ資
材による生育の違いを検討した。
マルチ栽培は、各年、白黒マルチ及
び黒マルチともに「無し」の場合より
も生育が良く、高収量が得られた。
１４年は、定植の深さを本葉がマルチ
下まで埋没する深さにすると干ばつ時
に枯死しにくく、収量も高かった（表

１）。
１５年は、べたがけ資材の種類（ポリ
エチレン長繊維、ポリビニルアルコー
ル割繊維、ポリプロピレン長繊維）に
よって生育収量に差がみられた（１２８穴
セルトレイ１５年２月下旬播種、４月上
旬定植、６月中旬収穫、３品種供試）。
資材の保温効果に差があるため、ほ場
の条件により適するものが異なると考
えられた。
被覆方法（べたがけ、トンネル）に
よって、生育や収量に差はほとんどみ
られなかったが、１６年に収穫間際まで
べたがけを行ったところ、生育がやや
抑制された（１２８穴セルトレイ２月下旬
播種、３月下旬定植、６月中旬収穫、
「信州８６８」供試）。
試験２
県西部地域（標高７００ｍ）で同様に栽
培方法などを検討した。
育苗セルの大きさ（７２穴、１２８穴）で、
収穫時期に差はみられなかったもの
の、１球重は大きいセルの方がやや重

かった。
マルチとべたがけ（ポ
リビニルアルコール割繊
維）を組み合わせると、
欠株がまったく生じなか
った（表２）。
マルチをしても、べた
がけ無しでは欠株が発生
した。無マルチでも、べ
たがけを行えば凍害が抑
えられた。
試験１、２より、全面マルチと深植
による干ばつ害などの抑制、不織布べ
たがけ被覆の保温効果による初期生育
の安定化が可能となることが示唆され
た。
同技術に適した品種は、寒玉系品種

「さつき女王」「信州８６８」とされた。
被覆期間は定植直後～５月中旬の結球

開始頃まで。ただし、べたがけ資材の
種類によって、光の透過性や保湿性な
どに差があるため、ほ場の条件により
選定する。
同支場は、利用上の注意点として２
月下旬より早期に播種をしても収穫時
期はあまり早まらないため、定植期か
ら逆算して適齢苗定植となるよう播種
時期を決定することを挙げている。

キウイフルーツかいよう病は、キウ
イの枝幹、新梢、葉、つぼみに発生す
る。特に枝幹では２月頃から症状がみ
られる。葉柄痕、傷口などから菌を含
む白濁または赤色の樹液が漏出した後
に乾いて褐変する。
その中で病原性が強く、樹が枯死す
ることもある同病Psa３系統が、１７年
（１～１１月）は茨城や熊本など１３都県
で確認されている。同系統は、他系統
で４月頃に葉でみられる褐色斑点の周
囲の淡い黄色帯（ハロー）がはっきり
しない場合がある。また、緑色品種よ
り黄色品種で被害が大きい。

感染樹の枝葉などから漏出した細菌
液が、風雨によって飛散し、枝葉の傷
口、気孔などに付着することで感染。
接木や作業器具などを介して他の樹へ
伝染する。
根絶が困難なため、各県の防除ポイ
ントから紹介する。
・作業器具や長靴などの洗浄及び消
毒を徹底し、菌を持ち込まないように
注意。ほ場内への無用な人の立ち入り
は制限する。
・ほ場の見回りを欠かさず、樹液漏
出、芽枯れ、葉の斑点などの初発を見
逃さない。

・感染した枝葉は伝染源となるため、
薬剤防除や枝の切り戻しを行う。切り
口には、チオファネートメチルを主成
分とする保護剤を塗布して、菌の侵入
を防ぐ。主幹部から菌液が漏出するな
ど発病が重い場合は、台木部分まで伐
採する。

・土中では菌が生存しないため、切
除した枝葉は、発生ほ場内で埋設また
は焼却するなど適切に処分する。
・雨滴や強風によって菌が飛散する
ので、せん定などの管理作業はなるべ
く晴天時に行う。風の強い地域では、
防風ネットなどを設置する。

ネギ黒腐菌核病は、生育不良や地下
部の腐敗、枯死を起こし、全国のネギ
の産地で重要病害となっている。秋～
春の低温期で発生が多く、他のネギ属
（タマネギ、ニンニク、ニラなど）で
もみられる。
感染株に形成された菌核（０．２～１．０
㎜の微小な黒色ゴマ粒状）が、作業機
械や風雨によって運ばれ伝染する。

酸性土壌でよく生育するため、ネギ
生育期の土寄せ時に石灰資材などを施
用し、土壌をアルカリ性になるよう
pH７．０以上に矯正する。
ネギ収穫後、エン麦やマルチ麦など
の緑肥作物を間作することで、次作の
発生リスクが軽減される。
菌核は土中で数年以上生存するた

め、発病株は早めに抜き取り、残さを
土に混ぜず、ほ場外で適切に処分する。
発生ほ場では、他のほ場へ菌の持ち
込みを防止するため、作業機械の洗浄
を行う。

同じ薬剤を連続使用すると、抵抗
性をもった害虫が出現し、１０～２０年
のうちに効果が低下する。新剤の開
発には時間とコストがかかるため、
同じものを長く効果的に利用できる
技術が必要とされている。
抵抗性害虫の発現を抑えるため

に、作用の異なる複数の薬剤を散布
する方法が用いられる。
農研機構は、害虫世代毎に異なる
ものを散布する「世代間交互施用」
よりも、世代内で異なるものを散布
する「世代内施用」の方が害虫の抵
抗性発現を遅らせられる場合が多い
ことを明らかにした。
１種類の害虫に限定せず、実際の
農業現場のように様々な害虫が関与
する露地畑作・水田を想定。浸透移
行性（標的の害虫に直接かからなく
ても作用する性質）の有無や施用時
期、害虫の種類などで場合分けし、

コンピュータで計算を行った。
その結果、ヤガやヨトウガなどのチ
ョウ目では「世代内」が効果的に抵抗
性発達を遅らせることができることが
示された。
ハムシやゾウムシなどのコウチュウ
目では、浸透移行性薬剤を使用する場
合に限り「世代間」の方が効果的だっ
たものの、非浸透移行性薬剤の使用時
には、想定した全種で「世代内」が有
効であることが示唆された。
実際のほ場では、非浸透移行性薬剤
の打ち漏らしや周辺環境から新たに侵
入するため、直ちに感受性害虫がいな
くなるわけではない。２剤に対して同
時に抵抗性をもった害虫は極めて低頻
度でしか出現しないとしている。
同機構は今後、実験室内などで実際
に有効であるかを検証し、どのように
既存の防除法に組み込めるかについて
検討する予定としている。

長野県野菜花き試験場・佐久支場

キャベツ寒冷地でも６月収穫
マルチ・深植・べたがけ組み合わせ

作業器具の消毒徹底し防除

ヤガ・ヨト
ウ ガ な ど抵抗性発現遅らせる可能性

害虫世代内に複数薬剤施用で

酸性土壌の矯正で予防
ネギ黒腐菌核病

キウイフルーツ
か い よ う 病１７年１３都県で確認
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フリーストール牛舎では TMR 飼
料を給与後、再度餌寄せを行う必要が
あるが、専用機の導入または人力での
作業となるため、低コストで省力的な
方法が求められている。
三重県畜産研究所は、フリーストー
ル牛舎用の一般的な鋼材と古タイヤで
作製できる簡易装着餌寄せ装置を考案
した。
同装置は、一般の鋼材と使用しなく
なった古タイヤ（直径７３０㎜、幅２９６㎜）
を用いて作製（図）。大きさは、全幅
２３２２㎜、全高１０１０㎜、奥行き１０００㎜、重
量２１６㎏。鋼材などを持ち上げたりする
機器、金属を加工するカッターや溶接
機があれば１人で作製できる。
構造は、タイヤを地面から２度斜め
に角度をつけることで、タイヤが一定

の方向に回転するため、その回転を利
用して餌寄せする仕組みになってい
る。
同装置の取り付けは、作業機へ乗り
降りしなしで可能。さらに、ワンタッ
チになっているため、１人で装着可能。
既存のショベルローダーやフォークリ
フトに装着するタイプなので、作業機
を効率良く利用できる。
操作方法は、作業機の前方に装着し、
前進直線作業のみで餌寄せが可能。装
着の左右にタイヤを取り付けているた
め、往復作業にも対応している。飼槽
に接する部分がゴム製のタイヤである
ため、ショベルローダーの金属製のバ
ケットに比べ、飼槽表面の損傷（すり
減りや剥がれ）などを低減することが
できる。

同装置を実証した結果、着脱時間は
ショベルローダー使用時で着：９．３秒、
脱：５．９秒。フォークリフト使用時で
着：８．８秒、脱：５．８秒となり、短時間
で着脱ができた。
また、同所乳牛舎の飼槽（長さ３２ｍ、
幅１ｍ）の作業時間について同装置を
用いて計測すると、ショベルローダー
装着時で約４２秒、フォークリフト装着
時で約４５秒となった。一方、従来のス
コップとコートブラシ（幅１８０㎝）を用
いた人力作業では約２８０秒、ショベルロ

ーダーのバケット操作で約１８０秒掛か
り、作業の省力化を図ることができ
た。
同装置は、補助作業者の必要もなく、
機械作業に不慣れな人でも十分に対応
できる。
なお、コストは鋼材費が約３万円。
鋼材店などで購入できるものを使用し
た。また、タイヤの重さに加えて同装
置全体の重量に耐えられるものであれ
ば材質は問わない。古タイヤは、リサ
イクルのため無料だった。

（公社）中央畜産会はこのほど、日
本飼養標準乳牛（１７年版）*を発行した。
０６年版発行以来、１１年ぶりの改訂。現
行飼養標準を最新の国内データに基づ
いて検証し、海外情報も加えて新しい
視点を提示した。既存の事項について
も解説を充実させた。
第１～９章で構成されている。その
中の改訂のポイントを紹介する。
第１章は、初産牛の乾物摂取量につ
いて、分娩後から泌乳１１週目までの乾
物摂取量（DMI）推定の補正式を見直
した。０６年版では、分娩後３週齢まで
のDMI 推定値が実際より高く算定さ
れることから、新たな収集データを基
に変更を行った。また、水溶性ビタミ
ンの移動については、ビタミンB群と

して一括だったが、乳牛に関する知見
に基づき、ビタミンの種類を分けて内
容を充実した。
第５章は、飼料資源について国産濃
厚飼料として、新たに飼料用米、イア
コーンの可消化養分総量や圧ペントウ
モロコシの代替として利用できること

を記述した。飼料設計に必要な粗たん
白質の第一胃内分解性や食品製造副産
物の焼酎粕特性も追加。稲発酵粗飼料
（稲WCS）は、子実割合が極めて低い
高糖分の品種「たちすずか」「たちあ
やか」の特性や給与指標も示した。
また、ふん尿排せつ及びメタン放出
の低減と栄養管理について、初産牛の
ふん尿量及び窒素排せつ量のデータを
収集・分析し、変更を行った。メタン
放出の低減では、パリ協定や IPCC（気
候変動に関する研究成果をまとめて問
題解決に必要な政策）報告書などの情
報も記載した。
第６章は、ピーク乳量を高めるより
も乳量を持続させる「泌乳曲線の平準
化」への関心の高まりから、育種改良
の重点目標の一つして設定されている
泌乳持続性を記述。泌乳持続性の改良
が長命性、乳房炎の発生抑制に寄与す
ることを説明。高能力牛は、高泌乳化
によりDMI が多くなる一方で、飼料

の消化率が低下し飼料効率の改善効果
が打ち消されるため、平準化すること
で泌乳中後期乳量の改善につながる優
位性を記述。また、分娩間隔と乾乳期
間との関係では、泌乳持続性の高い乳
牛で分娩間隔の延長が生じても搾乳期
間を延長ができ、乾乳期間の延長によ
る経済的デメリットが小さいことを説
明している。
添付のCDロム（養分要求量・飼料
診断プログラム）は、Windows７、８
及び１０で利用できるようプログラムを
更新した。
*飼養標準とは、家畜、家きんの飼料
のカロリーや栄養バランスなど、必要
な栄養素量を生産のステージごとに提
示したもの。生産効率の改善を図るた
めの基礎となる。

（一社）日本SPF（特定の病気をも
たない）豚協会はこのほど、都内で
「SPF豚セミナー」を開催した。
１６年度同協会の認定CM（コマーシ
ャル母豚から生産）農場（１７８農場）生
産成績年次報告によると、一
貫農場（１０９農場）の１腹当た
りの哺乳開始頭数の平均が１４
年度以降増加傾向となってい
る。
一貫農場の総合生産指数（基準１００

㌽）の平均は、１０７．４０と抗菌剤費用が
多くなったものの、１母豚当たり年間
肉豚出荷頭数が増加したことから、前

年度より０．４７㌽微増した。
年間豚肉出荷頭数（１母豚当たり）
は、基準値２１．３５頭に対して、平均が
２２．１４頭と０．７９頭増えている。
哺乳開始頭数（１腹当たり）をみる

と、平均１１．１８頭となっており、１４年度
以降頭数が増えてきている。年間哺乳
開始頭数（１母豚当たり）も平均２６．４９
頭と年々増加してきている。
年間離乳子豚頭数（１母豚当たり）

をみると、平均が２４．２８頭と１４年度の
PEDの影響から回復し、増加して
きているものの、肉豚出荷率（離乳
から出荷する）の平均は、９２．７７％と
低下している。

出荷豚肉１頭当たりの抗
菌剤費用は、平均２０９円と１０
年度以降少しずつ上がって
きている。ワクチン費用は、

平均７８３円と調査開始年度（０４年度）
と比べると倍以上となっている。
出荷日令は、平均１８０日で調査開始
年度と比べると６日短縮、出荷体重
は、平均１１４．２６㎏で１．２０㎏増加した。

農水省がこのほど公表した「１６年度
牛乳生産費」によると、前年度より搾
乳牛１頭当たりの全算入生産費が増加
し、生乳１００㎏当たり（乳脂肪分３．５％
換算乳量）の全算入生産費は減少し
た。
搾乳牛通年換算１頭当たりの全算入
生産費は、７３万８３１４円。搾乳牛価格の
上昇により、乳牛償却費が増加したこ
となどで、前年度比０．２％増となっ
た。
生乳１００㎏当たり（同）の全算入生産
費は、７７８７円。１頭当たりの搾乳量が
増加したことにより、前年度比０．３％減
となった。

三重県畜産研究所

乳牛 簡易装着餌寄せ装置考案
鋼材・古タイヤで作製

初産牛乾物摂取量な
ど見直し

新たな日本飼養標準

搾乳牛１頭当たり生産費微増
１６年度牛乳生産費

養豚哺乳開始頭数が増加傾向
１６年度 SPF認定農場生産成績
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濃厚飼料は、原料の多くを輸入に依
存しているため、価格が不安定である。
安定した経営のためには、国産飼料を
中心とした低コストの肥育方法が必要
とされる。
（地独）北海道立総合研究機構畜産
試験場は、交雑種去勢牛に牧草サイレ
ージ（GS）及びトウモロコシサイレー
ジ（CS）主体TMRの給与試験を行い、
慣行飼養と枝肉成績が同等かつ、TDN
自給率の向上と飼料費の低減が可能で
あることを明らかにした。
試験は、北海道の交雑種一貫農家で

行った。試験区・対照区（慣行飼養）
を設置し、それぞれ２群２０頭供試した。
試験区には、育成期（５～８ヵ月齢）
にGS主体TMR、肥育期（９～２５ヵ月
齢）にCS主体TMRを給与した。GS
は、対照区の粗飼料給与割合と同じ（乾
物）３８％を混合、CP含量も対照区と同
等となるよう配合飼料と圧ぺんトウモ
ロコシで調整した。CS給与割合は、前
期（９～１４ヵ月齢）６４％、後期（１５～
２５ヵ月齢）４０％とし、CP、NDF、でん
粉、TDN含量を対照区の給与水準と
同じになるよう配合飼料と大豆粕で調

整を行った。
対照区には、粗飼料・濃厚飼料を分
離給与した。粗飼料は、育成期に乾草、
肥育期にイタリアンライグラスストロ
ーを給与。肥育期の粗飼料給与割合は、
前期２６％、後期１５％とした。
試験の結果、対照区と同等の枝肉成
績が得られた（表）。枝肉重量は、対
照区が試験区を上回ったものの有意差
はなかった。皮下脂肪厚及び BFS
No．は、両区で同じ値だった。また、
血中βカロテン濃度は肥育開始後速や
かに低下し、ビタミンA濃度も試験区
が６０IU/dl まで低下した。
１頭当たりの飼料費は、全期間通算
で約２割の８．２万円が削減された。さら
に、TDN自給率が４１．８％と約３倍に
増加した。
以上により、GS・CSは栄養価の高

い国産飼料として利用可能で、濃厚飼
料削減による低コスト化が期待できる
ことが示された。

農水省はこのほど、「１６年度肉用牛
・肥育豚生産費」を公表した。１頭当
たり資本利子・地代全額算入生産費（以
下、全算入生産費）は、肥育豚で前年
度に比べて減少したものの、肉用牛は
ほとんどの品種で増加した。素牛価格
上昇の影響が大きく、乳用牛・繁殖牛
の増頭が求められる。

乳用雄肥育牛

１頭当たり全算入生産費は、５０万
５２４４円（前年度比８．１％増）となった。
素牛の価格上昇により、素畜費が２０万

４１８３円（同３５．８％増）と大幅に増加した
ことなどが影響し、全算入生産費は増
加した。
１頭当たり販売価格は、４９万７８８１円

（同３．１％増）と上昇した。１経営体当
たり販売頭数が１１４．４頭（８．８％減）、１
頭当たり投下労働時間は１６．６５時間（同
１．０％増）となった。

交雑種肥育牛

１頭当たり全算入生産費は、７６万
９３８４円（前年度比２．３％増）となった。
素牛の価格上昇により、素畜費が３７万

１３４９円（同１３．７％増）と増加したことな
どが影響し、全算入生産費は増加した。
１頭当たり販売価格は、８２万８６３５円

（同０．６％増）と微増した。１経営体当
たり販売頭数が８３．２頭（同３．４％増）、
１頭当たり投下労働時間は２５．３６時間
（同１．７％減）となった。

肉専用種子牛

１頭当たり全算入生産費は、６０万
４７３４円（前年度比２．４％増）となった。
労働の長時間化にともない、労働費が
６．２％増加したことにより、全算入生産
費は増加した。
１頭当たり販売価格は、７８万４６５２円
（同１７．３％増）と著しい高騰が続く。
１経営体当たり販売頭数が１１．１頭（前
年同数）、１頭当たり投下労働時間は
１２８．９８時間（同４．８％増）となった。

肉専用種去勢若齢肥育牛

１頭当たり全算入生産費は、１１４万

６９０１円（前年度比７．１％増）となった。
素牛の価格上昇により、素畜費が６６万
９６０４円（４．４％増）と増加したことなど
が影響し、全算入生産費は増加した。
１頭当たり販売価格は１３１万３６９４円

（同８．８％増）と上昇した。１経営体当
たり販売頭数が３９．３頭（同０．３％減）、
１頭当たり投下労働時間は５２．０７時間
（同０．７％増）だった。

肥育豚

１頭当たり全算入生産費は、３万
２０８９円（前年度比５．１％減）となった。
飼料価格の低下に起因して、飼料費が
２万２５５円（同８．７％減）と減少したこ
となどにより、全算入生産費は減少し
た。
１頭当たり販売価格は３万７２０７円

（同２．０％減）と減少した。１経営体当
たり販売頭数が１５６４．２頭（同２．２％
増）、１頭当たり投下労働時間は２．７２
時間（同３．０％増）となった。

（公社）中央畜産会はこのほど、「お
が粉代替敷料に関する技術指導研修
会」を都内で開催した。
近年敷料が、おが粉不足や価格高騰
により入手困難となっている現状とな
っている、代替敷料として利用可能と
考えられている資材について専門家ら
が情報提供を行った。
（一財）畜産環境整備機構の研究統
括監・道宗直昭氏は、地域で利用でき
るような資材の活用が望ましいとし
た。また、コストや利用のしやすさだ
けでなく、堆肥化まで視野に入れるべ
きと指摘した上で、戻し堆肥やもみ殻
などの特徴を説明した。
戻し堆肥は、吸水性が比較的高いも
のの、乾燥しすぎると粉状になりやす
いため、作業者や家畜の呼吸器へ影響
を及ぼす点に注意が必要。水分は２０～
４０％が適当。有機物の分解により粒子

が細かくなるため、繰り返しの使用
は３回程度が望ましい。保管の際、
高く積むと自然発火する危険がある
ため、２．５ｍまでを目安とする。
もみ殻は、クッション性や通気性
が良い一方で、固く、水をはじく性
質があるため、吸水性は良くない。
粉砕や蒸気圧ぺん加工をすること
で、吸水・保水性が高まる。供給が
秋に集中するので、十分な保管庫が
必要。保管する際の注意点として、
雨水に濡れたまま長時間放置するこ
とによるカビの発生、保管庫への野
生動物の侵入が挙げられる。
なお、同会は、各資材の特徴や活
用事例などをまとめた「おが粉代替
敷料利活用マニュアル」を今月から
ホームページ上で公開している。
（http : //jliadb．lin．gr．jp/kankyo
/kankyo３．pdf）

（独）家畜改良センターはこのほど、
全国の１６年度牛出生頭数を公表した。
全体で６６５７頭（０．５％）減の１２３万９３３９頭
と、ほぼ前年度並みだった。
黒毛和種は、前年度より１万７６９頭

（２．２％）増の５０万２０６６頭。２年連続で
増加し、５０万頭超えは４年ぶり。
乳用種は、前年度より１万３８６７頭

（２．９％）減の４５万６６４０頭。４年連続の
減少となった。
交雑種は、前年度より３７７１頭（１．４％）
減の２６万３８９５頭。２年ぶりの減少とな
った。

（地独）北海道立総合研究機構畜産試験場
牧草・トウモロコ
シサイレージ主体 TMR給与

交雑
去勢枝肉成績同等で飼料費約２割減

素牛価格上昇の影響で増加
１６年度肉用牛・肥育豚生産費

資材は堆肥化まで視野に
おが粉に替わる敷料の利用

黒毛子牛、５０万頭超え
１６年度 牛出生頭数
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

鍋物需要と年末
年始手当てで、
引き合い強いか

１１月は需要期入りで、和牛を中心に
相場が上伸した。鍋物需要が本格化す
る中、牛全体の出荷頭数が前年同月を
下回ったことが反映した。肉質による
価格差が大きい状況は続いている。
例年より気温の低下が早く、今後も
鍋物需要の高まりが期待され、強含み
の推移が予想される。
【乳去勢】１１月の大阪市場乳去勢牛
Ｃ２の税込み平均枝肉単価は、１０２０円
（前年同月比１００％）となった。前月に
比べ４４円上げた（Ｂ２は１頭のみ、３
等級は上場なし）。
農畜産業振興機構は、１２月の乳牛（雌
含む）の全国出荷頭数を２万９０００頭（同
９９％）と、減少が継続すると見込んで
いる。１２月の輸入量は総量で４万５１００
ｔ（同１００％）を予測。うち冷蔵品は、
米国産の輸入量の増加が引き続き見込
まれることから、前年同月を上回る２
万３５００ｔ（同１０２％）を、冷凍品は在庫
を調整する動きもみられ、前年同月を
やや下回る２万１７００ｔ（同９９％）を見
込んでいる。
【Ｆ１去勢】１１月の東京市場交雑種

（F１） 去勢牛税込み平均枝肉単価は、
Ｂ３が１４５３円（前年同月比８８％）、Ｂ
２は１１９５円（同８２％）となった。前月
に比べ、それぞれ６６円、３８円上げた。
同機構は、１２月の交雑種（雌含む）
の全国出荷頭数を２万２７００頭（同

１０８％）と見込んでいる。
【和去勢】１１月の東京市場和去勢牛
税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２５３３円
（前年同月比９６％）､Ａ３は２２２２円（同
９１％）となった。前月に比べ、それぞ

れ１９４円、１９７円上げた。
同機構は、１２月の和牛（雌
含む）の全国出荷頭数を４
万５６００頭（同１０３％）と増加
を見込んでいる。全体の出
荷頭数は９万８７００頭（同
１０３％）としている。国産品、
輸入品を合わせた出回り量
は、前年同月をかなり上回
る（同１０８％）と見込んでい
る。
最需要期であり、寒冷に
よる鍋物需要の活発化と年
末年始向けの手当てで引き
合いが強まるとみられる。
出荷頭数・輸入冷蔵品が前
年を上回る見込みだが、強

含みの展開が予想される。年末年始向
けの手当てが終われば、下げの展開が
見込まれるが、年明けの初セリが例年
より遅く、仕入れが続くことも予想さ
れる。
このようなことから、向こう１ヵ月
の大阪市場の税込み平均枝肉単価は、
乳去勢Ｂ２が１０００～１０５０円、東京市場
の同枝肉単価は、F１去勢Ｂ３が１４５０～
１５５０円、Ｂ２は１２００～１３００円、和去勢Ａ
４が２５００～２６００円、Ａ３は２２００～２３００
円での相場展開か。

鍋物需要が堅調
で、強もちあい
の展開続くか

１１月の東京食肉市場税込み平均枝肉
単価は、上物が５８１円（前年同月比
１１４％）、中物は５５８円（同１１５％）とな
った。前月に比べ、それぞれ３３円、３２
円上げた。前年同月を大きく上回る相
場が続いている。
全国の出荷頭数が前年同月をやや下
回る一方、例年より早い気温の低下に
よる鍋物需要などから、堅調な展開と
なった。
農水省食肉鶏卵課は、全国の肉豚出
荷頭数を１２月は１５１万５０００頭（同１０２％、
過去５年同月平均比１０１％）、１月は１４３
万４０００頭（同１０３％、同１０３％）と、両月
とも前年を上回ると予測している。

農畜産業振興機構は、１２月の輸入量
を総量で７万３８００ｔ（同１００％）と予測。
うち冷蔵品は好調な需要を背景に、過
去５ヵ年平均を上回る３万２６００ｔ（同
１０３％）を、冷凍品は年末に向けて手当
てする動きもみられるものの、前年同
月をやや下回る４万１２００ｔ（同９８％）
を見込んでいる。
鍋物需要の増加に加え、年末年始向
けの手当てが見込まれる。出荷頭数・
輸入量は、大きくは増えない予測とな
っている。
堅調な需要により、引き合いが強ま
り、相場は強もちあいの展開が予想さ
れる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５７０～６００円、
中物は５２０～５５０円での相場展開か。

枝肉価格の上昇
で、素畜の需要
引き続き強いか

【乳素牛】１１月の素牛価格（左表）
の全国１頭当たり税込み平均価格は、
乳去勢が２１万１２８０円（前年同月比
１０３％）、F１去勢は４５万１２０４円（同９６％）
となった。前月に比べ、乳去勢は１万
９２３９円下げ、F１去勢は２万７３２６円上げ
た。
F１の枝肉相場は需要期入りでじり

高となり、素牛の引き合いも強まった。
枝肉需要期で肥育牛出荷が増えてい
るため、両品種の素牛需要は引き続き
強く、もちあいで推移するか。
【スモール】１１月の全国主要２３市場
の１頭当たり税込み平均価格（農畜産
業振興機構調べ、速報値）は、乳雄が

１１万８０９６円（前年同月比１１９％）、F１
（雄雌平均）は２２万７０１４円（同８７％）と
なった。前月に比べ、それぞれ８４２円、
４９９２円上げた。品薄感から、両品種と
も強もちあいで推移した。
出生頭数が前年に比べ減少してお

り、今後も両品種の取引頭数不足が続
くとみられ、もちあいで推移するか。
【和子牛】１１月の和牛去勢価格の全
国１頭当たり税込み平均価格は８０万
４３９８円（前年同月比９１％）となった。
前月に比べ２万５９１７円上げた。
軟調だった枝肉価格が上伸したこと
や夏場の枝肉需要期に向けた導入で、
２ヵ月ぶりに前月を上回った。
肥育牛出荷の増加にともない、素牛
導入は活発化するとみられ、強含みの
展開が続くか。

（独）家畜改良センターはこのほ
ど、（公社）日本食肉格付協会と共
同で新たに豚肉の脂肪交雑基準
（PMS：ポークマーブリングスタン
ダード）を作成した。
豚肉の脂肪交雑は食味に重要で、
やわらかさ、風味、多汁性を向上さ
せる。国内では、多数のブランド豚
肉が出ているが、統一的な判定基準
がなかった。生産から流通に及ぶ様
々な分野から要望があり、作成され
た。
PMS基準は、№１～６まである。
№１は粗脂肪が２％未満で欧米産や
赤身が多い豚肉に多い。№２・３は

粗脂肪が２～３％で、国内で広く流通
している豚肉。№４以上（粗脂肪４％
程度以上）は、霜降りとされる。また、
１０％を超えるものもあるが、多過ぎる
と余分な脂肪が増加していたり、筋肉
断面が小さいこともあるため、必ずし
も好ましいとはいえない。
枝肉ロース肩部のカット面での評価
や見た目の判断（脂肪部の面積）を重
視しなければならない。豚肉は色が淡
く、牛肉で使用している方法では難し
い。そのため、枝肉カット面の胸最長
筋部を用いて、画像解析法（センサー
などを使い、画像を取得した後、パソ
コンで処理し判断する）による脂肪面
積割合と化学分析による粗脂肪含量と
の関係が一致するように調整した。
同基準は、通常の枝肉格付の必須項
目ではない。１８年１月から有料で日本
食肉格付協会が証明書を発行する。

豚肉の脂肪交雑を判定
含量４％以上で霜降りに

最
需
要
期
で
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場
強
含
み

畜産物需給見通し畜産物需給見通し


